
(57)【要約】

【課題】有機発光素子であるＯＬＥＤの明るさを効果的

かつ正確に制御すると共にピクセル間の不整合による階

調の不均一性を克服するアクティブマトリクス型有機発

光素子のピクセル回路及び駆動方法、並びにそのピクセ

ル回路を利用したディスプレイ装置を提供する。

【解決手段】

　ＯＬＥＤを駆動する電圧制御電流源ＶＣＣＳ１０１と

、ＶＣＣＳ１０１の制御入力信号をオンまたはオフ状態

にするための高利得増幅器１０２と、ＶＣＣＳ１０１の

オン時間を指定するために、高利得増幅器１０２の入力

とデータライン１０３との間に接続されたストレージ・

キャパシターＣＳ１とを設け、ストレージ・キャパシタ

ーＣＳ１に電圧を保存させ、ＯＬＥＤの発光時間を制御

するために、スキャンライン１０４により制御される第

１スイッチＳ１１及び第２スイッチＳ１２を高利得増幅

器１０２の入力及びＶＣＣＳ１０１の入力に各々接続す

る。

【選択図】図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ を 駆 動 す る 電 圧 制 御 電 流 源 Ｖ Ｃ Ｃ Ｓ と 、
　 前 記 Ｖ Ｃ Ｃ Ｓ の 制 御 入 力 信 号 を オ ン ま た は オ フ 状 態 に す る た め の 高 利 得 増 幅 器 と 、
　 前 記 Ｖ Ｃ Ｃ Ｓ の オ ン 時 間 を 指 定 す る た め に 、 前 記 高 利 得 増 幅 器 の 入 力 と デ ー タ ラ イ ン と
の 間 に 接 続 さ れ た ス ト レ ー ジ ・ キ ャ パ シ タ ー と 、
を 備 え 、 前 記 ス ト レ ー ジ ・ キ ャ パ シ タ ー に 電 圧 を 保 存 し 、 前 記 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ の 発 光 時 間 を 制 御
す る た め に 、 ス キ ャ ン ラ イ ン に よ り 制 御 さ れ る 第 １ ス イ ッ チ 及 び 第 ２ ス イ ッ チ が 前 記 高 利
得 増 幅 器 の 入 力 及 び 前 記 Ｖ Ｃ Ｃ Ｓ の 入 力 に 各 々 接 続 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 、 ア ク テ ィ ブ
マ ト リ ク ス 型 有 機 発 光 素 子 の ピ ク セ ル 回 路 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 Ｖ Ｃ Ｃ Ｓ は Ｐ チ ャ ン ネ ル Ｔ Ｆ Ｔ を 含 み 、 前 記 高 利 得 増 幅 器 は Ｎ チ ャ ン ネ ル Ｔ Ｆ Ｔ を 含
み 、 前 記 第 １ ス イ ッ チ 及 び 前 記 第 ２ ス イ ッ チ は 各 々 Ｐ チ ャ ン ネ ル Ｔ Ｆ Ｔ か ら な る こ と を 特
徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 有 機 発 光 素 子 の ピ ク セ ル 回 路 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 Ｖ Ｃ Ｃ Ｓ は Ｎ チ ャ ン ネ ル Ｔ Ｆ Ｔ を 含 み 、 前 記 高 利 得 増 幅 器 は Ｐ チ ャ ン ネ ル Ｔ Ｆ Ｔ を 含
み 、 前 記 第 １ ス イ ッ チ 及 び 前 記 第 ２ ス イ ッ チ は 各 々 Ｎ チ ャ ン ネ ル Ｔ Ｆ Ｔ か ら な る こ と を 特
徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 有 機 発 光 素 子 の ピ ク セ ル 回 路 。
【 請 求 項 ４ 】
ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ の ピ ク セ ル を 駆 動 す る 方 法 で あ っ て 、
　 ス キ ャ ン ラ イ ン を 、 任 意 の ピ ク セ ル の 階 調 表 示 の た め の デ ー タ ・ プ ロ グ ラ ミ ン グ 時 に 、
該 ピ ク セ ル を 選 択 す る た め の 制 御 信 号 線 と し て 使 用 す る こ と 、 前 記 ス キ ャ ン ラ イ ン を リ セ
ッ ト 制 御 信 号 線 と し て 使 用 す る た め に 、 発 光 期 間 を 制 御 す る デ ー タ ラ イ ン 信 号 と し て の こ
ぎ り 波 を 使 用 す る こ と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 有 機 発 光 素
子 の ピ ク セ ル 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 の こ ぎ り 波 の 立 ち 上 が り に 多 様 な 増 加 関 数 を 与 え る こ と に よ り 、 ガ ン マ 補 正 を 行 う こ
と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 有 機 発 光 素 子 の ピ ク セ ル 駆 動
方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 の こ ぎ り 波 の 立 ち 上 が り に 多 様 な 増 加 関 数 を 与 え る 場 合 、 Ｒ ． Ｇ ． Ｂ ． の 各 々 に お け
る 前 記 増 加 関 数 を 互 い に 異 な ら せ る こ と に よ り 、 ガ ン マ 補 正 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 、 請
求 項 ５ に 記 載 の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 有 機 発 光 素 子 の ピ ク セ ル 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ を 駆 動 す る 電 圧 制 御 電 流 源 Ｖ Ｃ Ｃ Ｓ と 、
　 前 記 Ｖ Ｃ Ｃ Ｓ の 制 御 入 力 信 号 を オ ン ま た は オ フ 状 態 に す る た め の 高 利 得 増 幅 器 と
　 前 記 Ｖ Ｃ Ｃ Ｓ の オ ン 時 間 を 指 定 す る た め に 、 前 記 高 利 得 増 幅 器 の 入 力 と デ ー タ ラ イ ン と
の 間 に 接 続 さ れ た ス ト レ ー ジ ・ キ ャ パ シ タ ー と 、
を 備 え 、 前 記 ス ト レ ー ジ ・ キ ャ パ シ タ ー に 電 圧 を 保 存 し 、 前 記 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ の 発 光 時 間 を 制 御
す る た め に 、 ス キ ャ ン ラ イ ン に よ り 制 御 さ れ る 第 １ ス イ ッ チ 及 び 第 ２ ス イ ッ チ が 前 記 高 利
得 増 幅 器 の 入 力 及 び 前 記 Ｖ Ｃ Ｃ Ｓ の 入 力 に 各 々 接 続 さ れ た ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 有 機 発
光 素 子 の ピ ク セ ル 回 路 を ア レ イ と し て 配 置 し 、 各 々 の デ ー タ ラ イ ン に マ ル チ プ レ ク サ ー が
接 続 さ れ 、 該 マ ル チ プ レ ク サ ー を 介 し て 各 々 の デ ー タ ラ イ ン の 入 力 に 対 し て の こ ぎ り 波 発
生 器 が 接 続 さ れ 、 該 の こ ぎ り 波 発 生 器 に よ り 各 デ ー タ ラ イ ン に 接 続 さ れ る ピ ク セ ル の 発 光
期 間 が 制 御 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 有 機 発 光 素 子 の ピ ク セ ル 回
路 を 利 用 し た デ ィ ス プ レ イ 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 各 デ ー タ ラ イ ン に 接 続 さ れ た マ ル チ プ レ ク サ ー を Ｒ ． Ｇ ． Ｂ ． に 区 分 し 、 前 記 の こ ぎ
り 波 発 生 器 を 共 有 す る よ う に し て 、 の こ ぎ り 波 に 互 い に 異 な る 立 ち 上 が り 関 数 を 印 加 す る
こ と に よ り 、 Ｒ ． Ｇ ． Ｂ ． の 各 々 の ガ ン マ 補 正 を 異 な ら せ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ７
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に 記 載 の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 有 機 発 光 素 子 の ピ ク セ ル 回 路 を 利 用 し た デ ィ ス プ レ イ 装
置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 有 機 発 光 素 子 の ピ ク セ ル 回 路 及 び 駆 動 方 法 に 関 す る も の で あ る 。 特 に 、 有 機
発 光 ダ イ オ ー ド （ Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ： Organic Light Emitting Diode） の 明 る さ を 効 果 的 か つ 正 確
に 制 御 す る と 共 に ピ ク セ ル 間 の 不 整 合 に よ る 階 調 の 不 均 一 性 （ Gradient Non-Uniformity 
） を 克 服 す る 有 機 発 光 素 子 の ピ ク セ ル 回 路 及 び 駆 動 方 法 、 並 び に そ の ピ ク セ ル 回 路 を 利 用
し た デ ィ ス プ レ イ 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
基 板 上 に 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ー （ Ｔ Ｆ Ｔ ： Thin Film Transistor） を 形 成 す る 技 術 は 、 こ こ
数 年 の 間 に 広 範 囲 に 進 歩 し て い る 。 そ し て 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 デ ィ ス プ レ イ 装 置 に
対 す る 応 用 開 発 が 進 行 し て い る 。 特 に 、 ポ リ シ リ コ ン 膜 を 使 用 す る Ｔ Ｆ Ｔ は 、 従 来 の 非 晶
質 シ リ コ ン 膜 を 使 用 す る Ｔ Ｆ Ｔ に 比 べ よ り 高 い 電 界 効 果 移 動 度 を 有 す る た め 高 速 動 作 が 可
能 で あ る 。 結 果 的 に 、 従 来 は 、 基 板 外 部 の 駆 動 回 路 に よ り 実 行 さ れ て い た ピ ク セ ル 制 御 が
ピ ク セ ル と 同 一 基 板 上 に 形 成 さ れ た 駆 動 回 路 に よ り 実 行 可 能 に な っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 形 態 の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 デ ィ ス プ レ イ 装 置 は 、 同 一 基 板 上 に 多 様 な 回
路 及 び 素 子 を 統 合 す る こ と に よ り 得 ら れ る 製 造 コ ス ト の 削 減 、 デ ィ ス プ レ イ 装 置 の 小 型 化
、 生 産 量 の 増 加 、 及 び さ ら に 高 い 作 業 処 理 量 等 の 多 く の 長 所 の た め 注 目 さ れ て き た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 現 在 、 自 発 光 素 子 と し て Ｅ Ｌ 素 子 を 具 備 し た ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ
装 置 が 活 発 に 研 究 さ れ て い る 。 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 装 置 は ま た 、 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ （ Ｏ
Ｅ Ｌ Ｄ ： Organic Electroluminescence Display ） ま た は 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド （ Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ
） と 呼 ば れ 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド は 、 Ａ Ｍ Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ （ Active Mat
rix Light Emitting Diode） と 呼 ば れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 有 機 デ ィ ス プ レ イ 装 置 は 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 装 置 と は 異 な り 自 発 光 型 で あ る 。 Ｅ Ｌ 素 子
は 、 Ｅ Ｌ 層 が 一 対 の 電 極 間 に 挟 ま れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 電 子 注 入 電 極 （ カ ソ ー ド ）
の 第 １ 電 極 と 、 正 孔 注 入 電 極 （ ア ノ ー ド ） の 第 ２ 電 極 と の 間 に 形 成 さ れ た 有 機 発 光 層 に 各
々 電 子 と 正 孔 を 注 入 す る と 電 子 と 正 孔 が 結 合 し て 対 を な し て エ キ シ ト ン が 生 成 さ れ る 。 エ
キ シ ト ン が 励 起 状 態 か ら 基 底 状 態 に 戻 り な が ら 消 滅 す る 際 に 発 光 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の よ う な Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ は 、 ２ 乃 至 ３ ０ ボ ル ト の Ｄ Ｃ バ イ ア ス で 動 作 す る 。 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ の 輝 度
は 、 ア ノ ー ド 及 び カ ソ ー ド に 印 加 さ れ る 電 圧 ま た は 電 流 を 調 節 す る こ と に よ り 制 御 す る こ
と が で き 、 発 生 す る 相 対 的 な 光 量 を グ レ イ レ ベ ル と い う 。 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ は 、 一 般 的 に 電 流 モ ー
ド で 動 作 す る 時 に 最 適 に 動 作 す る 。 光 出 力 は 、 定 電 圧 で 駆 動 す る 場 合 と 比 較 し て 、 定 電 流
で 駆 動 す る 場 合 に よ り 安 定 す る 。 こ れ は 、 一 般 的 に 電 圧 モ ー ド で 動 作 す る 他 の 多 く の デ ィ
ス プ レ イ 技 術 と 対 照 的 で あ る 。 し た が っ て 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 技 術 を 利 用 す る ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク
ス 型 デ ィ ス プ レ イ は 、 電 流 動 作 モ ー ド を 提 供 す る た め に 特 定 ピ ク セ ル 構 造 を 必 要 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 一 般 的 に ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ （ Ａ Ｍ Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ） 素 子 に お い て 、 多 数 の Ｏ Ｌ
Ｅ Ｄ が 単 一 基 板 上 に 形 成 さ れ 、 規 則 的 な グ リ ッ ド パ タ ー ン ・ グ ル ー プ で 配 列 さ れ る 。 グ リ
ッ ド の 列 を 形 成 す る 数 個 の Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ グ ル ー プ は 、 共 通 カ ソ ー ド ま た は カ ソ ー ド ラ イ ン を 共
有 で き る 。 グ リ ッ ド の 行 を 形 成 す る 数 個 の Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ グ ル ー プ は 、 共 通 ア ノ ー ド ま た は ア ノ
ー ド ラ イ ン を 共 有 で き る 。 所 定 グ ル ー プ の 個 別 の Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ は 、 そ れ ら の カ ソ ー ド ラ イ ン 及
び ア ノ ー ド ラ イ ン が 同 時 に 活 性 化 さ れ た 時 、 光 を 放 出 す る 。 マ ト リ ク ス 内 の Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ グ ル
ー プ は 、 デ ィ ス プ レ イ に 一 つ の ピ ク セ ル を 形 成 す る こ と が で き 、 個 別 の Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ は 一 般 的
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に 一 つ の サ ブ ピ ク セ ル の 役 割 を す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ は 、 広 い 視 野 角 、 高 速 応 答 性 、 ハ イ コ ン ト ラ ス ト 等 の 優 れ た 特 徴 を 有 し て い る
。 こ の た め 、 グ ラ フ ィ ッ ク ・ デ ィ ス プ レ イ の ピ ク セ ル 、 テ レ ビ 映 像 デ ィ ス プ レ イ や 表 面 光
源 の ピ ク セ ル と し て 使 用 す る こ と が 可 能 で あ る 。 さ ら に 、 プ ラ ス チ ッ ク 等 の 湾 曲 可 能 な （
Flexible） 透 明 基 板 上 に 素 子 を 形 成 し 、 極 め て 薄 型 ・ 軽 量 に 製 造 す る こ と が 可 能 で あ り 、
色 感 が 優 れ て い る た め 、 次 世 代 平 面 デ ィ ス プ レ イ （ Ｆ Ｐ Ｄ ： Flat Panel Display） に 使 用
す る の に 適 合 し た 素 子 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 Ｒ （ Red ） 、 Ｇ （ Green ） 、 Ｂ （ Blue） の ３ 色 を 表 現 す る こ と が 可 能 で あ る 。 バ
ッ ク ラ イ ト が 不 要 な た め に 、 液 晶 表 示 装 置 （ Ｌ Ｃ Ｄ ： Liquid Crystal Display） に 比 べ て
消 費 電 力 が 少 な い 。 さ ら に 色 感 が 優 れ て い る た め 、 次 世 代 フ ル カ ラ ー デ ィ ス プ レ イ 素 子 と
し て 多 く の 関 心 の 対 象 に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ は 、 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ た 技 術 に よ り 、 従 来 の Ｔ Ｒ Ｇ （ Time Ratio Gray ） を 具
現 す る た め の 基 本 的 な ピ ク セ ル 構 造 の う ち の 一 つ で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の ピ ク セ ル 構 造 に は 、 Ｔ Ｒ Ｇ を 具 現 す る た め の 最 大 の 問 題 で あ る ア ド レ ス ・ タ イ ム （
Addressing Time ） 問 題 が あ る 。 即 ち 、 任 意 の グ レ イ ス ケ ー ル を 表 現 す る た め に 、 フ レ ー
ム タ イ ム を サ ブ フ レ ー ム に 分 け て サ ブ フ レ ー ム 動 作 時 毎 に デ ー タ ・ プ ロ グ ラ ム を ピ ク セ ル
毎 に 実 行 し な け れ ば な ら な い た め 、 与 え ら れ た 一 フ レ ー ム 期 間 に お い て 使 用 可 能 な 実 効 発
光 タ イ ム が グ レ イ ス ケ ー ル の 増 大 に 従 い 減 少 し 、 高 水 準 の グ レ イ ス ケ ー ル を 具 現 す る こ と
が 困 難 で あ る と い う 問 題 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ２ 及 び 図 ３ は 、 各 々 Ｓ Ｉ Ｄ ２ ０ ０ ３ 、 Ｓ Ｉ Ｄ ２ ０ ０ ４ に お い て 発 表 さ れ た 方 法 で あ る
。 図 ２ の ピ ク セ ル 回 路 に は 、 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ イ ン バ ー タ ー の 動 作 時 に シ ュ ー ト ス ル ー （ Shoot-Th
rough ） 電 流 が 発 生 し 、 発 光 時 間 を 制 御 す る た め の 制 御 信 号 が 追 加 さ れ る と い う 短 所 が あ
る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ３ の ピ ク セ ル 回 路 で は 、 図 ２ の ピ ク セ ル 回 路 が 有 し て い る シ ュ ー ト ス ル ー 電 流 が 除 去
さ れ た も の の 依 然 と し て 別 途 の 制 御 線 が 必 要 で あ り 、 ト ラ ン ジ ス タ ー （ Ｔ ５ ） が ピ ク セ ル
間 で 互 い に 異 な る 特 性 を 示 す 場 合 、 グ レ イ ス ケ ー ル の 均 一 性 を 具 現 す る こ と が 困 難 で あ る
と い う 短 所 が あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 第 ６ ， ７ ８ １ ， ５ ６ ７ 号 明 細 書
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 従 来 技 術 の 問 題 点 を 解 決 す る た め の も の で あ る 。 本 発 明 の 目 的 は
、 デ ー タ ラ イ ン と ス キ ャ ン ラ イ ン の み を 使 用 し て ピ ク セ ル 選 択 及 び 階 調 の 具 現 を 同 時 に 実
現 で き る よ う に す る と 共 に ピ ク セ ル 間 の 階 調 の 不 均 一 性 を 解 消 で き る よ う に し た ア ク テ ィ
ブ マ ト リ ク ス 型 有 機 発 光 素 子 の ピ ク セ ル 回 路 及 び 駆 動 方 法 、 並 び に そ の ピ ク セ ル 回 路 を 利
用 し た デ ィ ス プ レ イ 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 の 本 発 明 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 有 機 発 光 素 子
の ピ ク セ ル 回 路 は 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ を 駆 動 す る 電 圧 制 御 電 流 源 の Ｖ Ｃ Ｃ Ｓ と 、 前 記 Ｖ Ｃ Ｃ Ｓ の 制
御 入 力 信 号 を オ ン ま た は オ フ 状 態 に す る た め の 高 利 得 増 幅 器 と 、 前 記 Ｖ Ｃ Ｃ Ｓ の オ ン 時 間
を 指 定 す る た め に 、 前 記 高 利 得 増 幅 器 の 入 力 と デ ー タ ラ イ ン と の 間 に 接 続 さ れ た ス ト レ ー
ジ ・ キ ャ パ シ タ ー と を 備 え 、 前 記 ス ト レ ー ジ ・ キ ャ パ シ タ ー に 電 圧 を 保 存 し 、 前 記 Ｏ Ｌ Ｅ
Ｄ の 発 光 時 間 を 制 御 す る た め に ス キ ャ ン ラ イ ン に よ り 制 御 さ れ る 第 １ ス イ ッ チ 及 び 第 ２ ス
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イ ッ チ が 前 記 高 利 得 増 幅 器 の 入 力 及 び 前 記 Ｖ Ｃ Ｃ Ｓ の 入 力 に 各 々 接 続 さ れ た こ と を 特 徴 と
す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ の ピ ク セ ル を 駆 動 す る 方 法 は 、 ス キ ャ
ン ラ イ ン を 、 任 意 の ピ ク セ ル の 階 調 表 示 の た め の デ ー タ ・ プ ロ グ ラ ミ ン グ 時 に 、 該 ピ ク セ
ル を 選 択 す る た め の 制 御 信 号 線 に 使 用 す る こ と 、 前 記 ス キ ャ ン ラ イ ン を リ セ ッ ト 制 御 信 号
線 と し て 使 用 す る た め に 、 発 光 期 間 を 制 御 す る デ ー タ ラ イ ン 信 号 と し て の こ ぎ り 波 を 使 用
す る こ と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 前 記 本 発 明 の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 有 機 発 光 素 子 の ピ ク セ ル 回 路 を 利 用 し た デ ィ ス プ
レ イ 装 置 は 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ を 駆 動 す る 電 圧 制 御 電 流 源 の Ｖ Ｃ Ｃ Ｓ と 、 前 記 Ｖ Ｃ Ｃ Ｓ の 制 御 入 力
信 号 を オ ン ま た は オ フ 状 態 に す る た め の 高 利 得 増 幅 器 と 、 前 記 Ｖ Ｃ Ｃ Ｓ の オ ン 時 間 を 指 定
す る た め に 前 記 高 利 得 増 幅 器 の 入 力 と デ ー タ ラ イ ン と の 間 に 接 続 さ れ た ス ト レ ー ジ ・ キ ャ
パ シ タ ー と を 備 え 、 前 記 ス ト レ ー ジ ・ キ ャ パ シ タ ー に 電 圧 を 保 存 し 、 前 記 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ の 発 光
時 間 を 制 御 す る た め に ス キ ャ ン ラ イ ン で 制 御 さ れ る 第 １ ス イ ッ チ 及 び 第 ２ ス イ ッ チ が 前 記
高 利 得 増 幅 器 の 入 力 及 び 前 記 Ｖ Ｃ Ｃ Ｓ の 入 力 に 各 々 接 続 さ れ た ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 有
機 発 光 素 子 の ピ ク セ ル 回 路 が ア レ イ と し て 配 置 さ れ 、 各 々 の デ ー タ ラ イ ン に マ ル チ プ レ ク
サ ー が 接 続 さ れ 、 該 マ ル チ プ レ ク サ ー を 介 し て 各 々 の デ ー タ ラ イ ン の 入 力 に 対 し て の こ ぎ
り 波 発 生 器 が 接 続 さ れ 、 該 の こ ぎ り 波 発 生 器 に よ り 各 デ ー タ ラ イ ン に 接 続 さ れ る ピ ク セ ル
の 発 光 期 間 が 制 御 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 は 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ デ ィ ス プ レ イ に お い て 、 デ ー タ ラ イ ン 及 び
ス キ ャ ン ラ イ ン の み を 使 用 し て ピ ク セ ル 選 択 及 び 階 調 の 具 現 を 同 時 に 実 現 で き 、 ア ナ ロ グ
電 圧 駆 動 に パ ル ス 幅 変 調 を 追 加 し て 階 調 間 の 不 均 一 性 を 解 消 で き 、 ま た 、 ア ク テ ィ ブ マ ト
リ ク ス 型 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ア レ イ を 具 現 す る 際 に お け る ピ ク セ ル 選 択 及 び 発 光 期 間 を 制 御 す る の に
必 要 な 配 線 数 の 使 用 を 最 小 に す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 を 添 付 図 面 を 参 照 し て よ り 詳 細 に 説 明 す る 。 但 し 、 下
記 の 実 施 形 態 は 本 発 明 を 例 示 す る だ け の も の で あ り 、 本 発 明 の 内 容 が 下 記 の 実 施 形 態 に 限
定 さ れ る こ と は な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ４ は 、 本 発 明 の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 有 機 発 光 素 子 の ピ ク セ ル 回 路 の 概 念 図 を 示 し
た も の で あ り 、 図 ５ は 図 ４ に 対 す る 一 つ の 実 施 形 態 を 示 し た も の で あ る 。 図 ６ は そ の 実 施
形 態 の 動 作 の タ イ ミ ン グ を 示 し た グ ラ フ で あ り 、 こ れ ら を 参 照 し て 本 発 明 の 原 理 を 簡 潔 に
述 べ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 ア レ イ を 構 成 す る 各 々 の ピ ク セ ル を 目 的 の 明 る さ で 駆 動 す る た
め 、 本 発 明 に よ れ ば 、 任 意 の ピ ク セ ル を 選 択 し て 目 的 の 明 る さ に 対 応 す る デ ー タ （ 電 圧 ）
を 保 存 す る た め に デ ー タ ラ イ ン に 接 続 さ れ た 一 つ の ス ト レ ー ジ ・ キ ャ パ シ タ ー を 使 用 す る
。 さ ら に 、 発 光 期 間 を 制 御 す る た め に デ ー タ ラ イ ン と ス キ ャ ン ラ イ ン の み を 使 用 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 各 期 間 に 必 要 な 動 作 の 制 御 の た め に ２ 個 の ス イ ッ チ 要 素 を 使 用 す る 。 各 ピ ク セ ル の Ｏ Ｌ
Ｅ Ｄ を 駆 動 す る た め に 、 電 圧 制 御 電 流 源 （ Ｖ Ｃ Ｃ Ｓ ： Voltage Controlled Current Sourc
e ） を 使 用 し 、 そ の Ｖ Ｃ Ｃ Ｓ を オ ン ま た は オ フ 状 態 に す る た め に 高 利 得 増 幅 器 か ら の 制 御
入 力 信 号 を 使 用 す る 。 各 ピ ク セ ル の 発 光 期 間 を 正 確 に 定 義 す る た め に デ ー タ ラ イ ン に 第 ２
の 入 力 信 号 で あ る の こ ぎ り 波 を 使 用 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 本 発 明 の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 有 機 発 光 素 子 の ピ ク セ ル 回 路 の 制 御 タ イ ミ ン グ

10

20

30

40

50

(5) JP 2006-171699 A 2006.6.29



期 間 は 、 デ ー タ ・ プ ロ グ ラ ミ ン グ 期 間 と 発 光 期 間 と に 大 別 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 デ ー タ ・ プ ロ グ ラ ミ ン グ 期 間 （ 図 ６ の Ｔ １ ） は 、 目 的 の 明 る さ を 達 成 す る た め に 必 要 な
ア ナ ロ グ 電 圧 値 を 図 ４ の ス ト レ ー ジ ・ キ ャ パ シ タ ー Ｃ Ｓ １ に 保 存 す る た め に 必 要 な 時 間 及
び ス イ ッ チ ン グ 動 作 に よ り 構 成 さ れ て い る 。 発 光 期 間 （ 図 ６ の Ｔ ２ ） に は 、 デ ー タ ラ イ ン
１ ０ ３ に の こ ぎ り 波 信 号 が 印 加 さ れ 、 デ ー タ ・ プ ロ グ ラ ミ ン グ 期 間 に お い て プ ロ グ ラ ム さ
れ た 電 圧 値 に し た が っ て 、 有 効 発 光 時 間 （ 図 ６ の Ｔ ３ ） が 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 デ ー タ ・ プ ロ グ ラ ミ ン グ 期 間 は 、 図 ６ に お け る 時 間 Ａ か ら 時 間 Ｂ ま で と 定 義 さ れ 、 発 光
期 間 は 図 ６ に お け る 時 間 Ｃ か ら 時 間 Ｄ ま で と 定 義 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 デ ー タ ・ プ ロ グ ラ ミ ン グ 期 間 と 発 光 期 間 の 間 に は 、 時 間 Ｂ か ら 時 間 Ｃ ま で の 遅 延 が 存 在
す る こ と に な る が 、 こ の 遅 延 は 、 デ ィ ス プ レ イ ・ シ ス テ ム 、 デ ィ ス プ レ イ ・ フ ォ ー マ ッ ト
に よ る デ ィ ス プ レ イ ・ マ ト リ ク ス ・ ア レ イ の 構 造 及 び ス キ ャ ン ラ イ ン の 数 に よ り 決 定 さ れ
る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 で は 、 ピ ク セ ル 間 の 不 整 合 に よ る 階 調 の 不 均 一 性 を 解 決 す る た め に 不 整 合
の 主 原 因 に な っ て い る 素 子 （ 後 述 の 図 ４ 及 び 図 ７ の Ｖ Ｃ Ｃ Ｓ 、 図 ５ 及 び 図 ８ の Ｍ ２ ） の 制
御 状 態 を オ ン ま た は オ フ 状 態 の み に す る 。 こ の 素 子 の 状 態 が オ ン ま た は オ フ 状 態 の み に な
る よ う に 制 御 す る た め 、 こ の 素 子 の 制 御 入 力 信 号 を デ ジ タ ル 化 す る 必 要 が あ る 。 こ の 制 御
入 力 信 号 の デ ジ タ ル 化 の た め に 高 利 得 増 幅 器 １ ０ ２ の 出 力 を 図 ４ と 図 ７ の Ｖ Ｃ Ｃ Ｓ １ ０ １
の 制 御 入 力 信 号 と す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 発 光 期 間 を 制 御 す る た め に デ ー タ ラ イ ン １ ０ ３ 及 び ス キ ャ ン ラ イ ン １
０ ４ の み を 使 用 す る 。 そ れ が 可 能 な 理 由 は 、 発 光 期 間 に お い て 使 用 さ れ る ス イ ー プ 信 号 の
波 形 が の こ ぎ り 波 形 状 で あ る た め 、 立 ち 上 が り の 傾 き （ Rising Slope） が 終 了 す る 時 点 が
す べ て の ピ ク セ ル の 発 光 期 間 の 終 了 時 点 に な る 。 そ の た め 、 ス キ ャ ン ラ イ ン １ ０ ４ に 適 切
な 信 号 を 印 加 し て 高 利 得 増 幅 器 １ ０ ２ 及 び Ｖ Ｃ Ｃ Ｓ １ ０ １ を リ セ ッ ト で き る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 上 述 の 概 念 を 基 に 本 発 明 を よ り 詳 細 に 説 明 す る 。
図 ４ の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 有 機 発 光 素 子 の ピ ク セ ル 回 路 に お い て 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ を デ ジ タ
ル 的 に 駆 動 す る た め に 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ に 電 流 を 供 給 す る Ｖ Ｃ Ｃ Ｓ １ ０ １ に 対 す る 制 御 入 力 信 号
が 高 利 得 増 幅 器 １ ０ ２ を 介 し て 入 力 さ れ る 。 Ｖ Ｃ Ｃ Ｓ １ ０ １ の オ ン 期 間 を プ ロ グ ラ ム す る
た め に 、 高 利 得 増 幅 器 １ ０ ２ の 入 力 と デ ー タ ラ イ ン １ ０ ３ と の 間 に ス ト レ ー ジ ・ キ ャ パ シ
タ ー Ｃ Ｓ １ が 構 成 さ れ て い る 。 ス ト レ ー ジ ・ キ ャ パ シ タ ー Ｃ Ｓ １ に デ ー タ （ 電 圧 ） を プ ロ
グ ラ ム し て 発 光 期 間 を 制 御 す る た め に 、 ス キ ャ ン ラ イ ン １ ０ ４ に よ り 制 御 さ れ る ス イ ッ チ
Ｓ １ １ 、 Ｓ １ ２ が 高 利 得 増 幅 器 １ ０ ２ の 入 力 及 び Ｖ Ｃ Ｃ Ｓ １ ０ １ の 入 力 に 各 々 接 続 さ れ て
い る 。 各 々 の ス イ ッ チ Ｓ １ １ 、 Ｓ １ ２ の 一 端 は 適 切 な 動 作 の た め に 、 Ｄ Ｃ 電 圧 ソ ー ス Ｖ Ｄ
Ｄ ま た は グ ラ ン ド Ｇ Ｎ Ｄ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ５ は 、 図 ４ に 対 す る 一 つ の 実 施 形 態 を 示 し た も の で あ る 。 図 ４ の ス イ ッ チ Ｓ １ １ 、 Ｓ
１ ２ は Ｐ チ ャ ン ネ ル Ｔ Ｆ Ｔ （ Ｍ ３ ） 、 （ Ｍ ４ ） に よ っ て 、 Ｖ Ｃ Ｃ Ｓ １ ０ １ は Ｐ チ ャ ン ネ ル
Ｔ Ｆ Ｔ （ Ｍ ２ ） に よ っ て 、 高 利 得 増 幅 器 １ ０ ２ は Ｎ チ ャ ン ネ ル Ｔ Ｆ Ｔ （ Ｍ １ ） に よ っ て 具
現 さ れ て い る 。 こ の 動 作 を 図 ６ の タ イ ミ ン グ を 示 す グ ラ フ と 共 に 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 デ ー タ ・ プ ロ グ ラ ミ ン グ 期 間 で は 、 ピ ク セ ル を 選 択 し て 初 期 状 態 を 定 義 す る た め 、 ス キ
ャ ン ラ イ ン １ ０ ４ の 電 圧 を 非 選 択 状 態 か ら 選 択 状 態 に な る よ う に ス イ ッ チ Ｍ ３ 、 Ｍ ４ を オ
ン に す る （ 図 ６ の ス キ ャ ン ） 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ こ で 、 マ ル チ プ レ ク サ ー Ｍ Ｕ Ｘ の 状 態 を 制 御 す る こ と に よ り 、 デ ー タ ラ イ ン １ ０ ３ に
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は 、 ア ナ ロ グ 電 圧 ソ ー ス か ら 図 ６ の ア ナ ロ グ 電 圧 が 印 加 さ れ る 。 充 分 な 動 作 の 安 定 性 を 確
保 す る た め に ス キ ャ ン ラ イ ン １ ０ ４ が 非 選 択 状 態 に 戻 っ た 後 の し ば ら く の 間 （ 図 ６ の Ｔ ４
） 、 ア ナ ロ グ 電 圧 値 Ｖ ｘ は 維 持 さ れ る 。 図 ６ の デ ー タ ・ プ ロ グ ラ ミ ン グ 期 間 後 に お け る 一
定 期 間 の 遅 延 Ｔ ５ は 、 ピ ク セ ル ・ ア レ イ と し て 構 成 さ れ 使 用 さ れ る 時 の ア レ イ 構 造 や ア ド
レ ッ シ ン グ ・ ス ピ ー ド に し た が っ て 変 化 す る 値 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 発 光 期 間 に は 、 マ ル チ プ レ ク サ ー Ｍ Ｕ Ｘ の 状 態 を 制 御 し て 、 の こ ぎ り 波 発 生 器 １ ０ ７ か
ら 図 ６ に お け る の こ ぎ り 波 の よ う な 波 形 が 印 加 さ れ る 。 図 ６ に お け る の こ ぎ り 波 の パ ル ス
幅 Ｔ ２ に よ り 最 大 発 光 時 間 が 決 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 上 述 し た ス キ ャ ン ラ イ ン の 制 御 、 ア ナ ロ グ 電 圧 入 力 、 の こ ぎ り 波 形 の 印 加 に よ り デ ー タ
ラ イ ン １ ０ ３ の 実 際 の 波 形 は 、 図 ６ の デ ー タ の よ う に な る 。 デ ー タ ラ イ ン １ ０ ３ に そ の 波
形 が 入 力 さ れ る と 、 デ ー タ ・ プ ロ グ ラ ミ ン グ 期 間 に お い て ス ト レ ー ジ ・ キ ャ パ シ タ ー Ｃ Ｓ
１ に プ ロ グ ラ ム し た ア ナ ロ グ 電 圧 値 Ｖ ｘ が 保 存 さ れ て い る た め 図 ４ の 高 利 得 増 幅 器 １ ０ ２
の 入 力 段 の 電 圧 で あ る 電 圧 Ｖ １ は 、 Ｖ ｘ 程 度 の 差 を 有 し デ ー タ ラ イ ン １ ０ ３ の 波 形 を そ の
ま ま コ ピ ー し た 波 形 に な る （ 図 ６ の Ｖ １ 波 形 ： 点 線 ） 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 し た が っ て 、 近 似 的 に 図 ４ の 高 利 得 増 幅 器 １ ０ ２ で あ る 図 ５ の Ｎ チ ャ ン ネ ル Ｔ Ｆ Ｔ （ Ｍ
１ ） が オ ン に な る 時 点 は 、 Ｖ １ が Ｍ １ の 閾 値 電 圧 （ Ｖ ｔ ｈ ） よ り 高 く な り 始 め る 時 点 で あ
り 、 こ の 時 か ら 発 光 期 間 が 始 ま る （ 図 ６ の 時 間 Ｅ ） 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ５ の 高 利 得 増 幅 器 の Ｍ １ は 、 負 荷 が 極 め て 大 き い イ ン バ ー タ ー 増 幅 器 （ Inverting Am
plifier ） と し て 動 作 し 、 Ｍ １ に よ り 構 成 さ れ た 増 幅 器 の 利 得 は 極 め て 大 き く な る た め 、
図 ６ の 時 間 Ｅ の 時 点 で Ｖ Ｃ Ｃ Ｓ １ ０ １ の Ｍ ２ の 入 力 電 圧 で あ る Ｖ ２ は 、 ロ ー 状 態 に な り Ｐ
チ ャ ン ネ ル Ｔ Ｆ Ｔ の Ｍ ２ を オ ン 状 態 に な る よ う に し て Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ に 飽 和 電 流 を 供 給 し 始 め る
。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ こ で 、 図 ６ の Ｖ ２ は 非 常 に シ ャ ー プ な 遷 移 を 示 し 、 Ｍ ２ の 閾 値 電 圧 や 移 動 度 に つ い て
ピ ク セ ル 間 で 多 少 の 差 が 発 生 し て も 、 そ の 差 の 効 果 は 打 ち 消 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 結 果 的 に Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ に 供 給 さ れ る 電 流 の 波 形 は 、 図 ６ の Ｉ の よ う に な り 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ が 充 分
に デ ジ タ ル 的 に 駆 動 す る こ と が 理 解 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 発 光 期 間 が 終 了 す る と デ ー タ ラ イ ン １ ０ ３ の 電 圧 が 図 ５ の Ｍ １ を オ フ さ せ る 状 態 に 駆 動
す る 。 し か し な が ら 、 単 純 に Ｍ １ を 遮 断 す る こ と に よ り Ｍ ２ の ゲ ー ト 電 圧 が Ｍ ２ を オ フ 状
態 に す る こ と は で き な い た め 、 ス キ ャ ン ラ イ ン １ ０ ４ に 短 い リ セ ッ ト 信 号 を 印 加 し 、 そ れ
に よ り 発 光 期 間 を 正 確 に 制 御 で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 即 ち 、 本 発 明 の 最 大 の 利 点 は 、 別 途 の 制 御 線 を 必 要 と せ ず に 発 光 期 間 を 正 確 に 制 御 で き
る こ と に あ り 、 こ れ は 、 の こ ぎ り 波 を 利 用 し て 発 光 期 間 を パ ル ス 幅 変 調 （ Ｐ Ｗ Ｍ ） 方 式 で
制 御 す る こ と に よ り 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 の こ ぎ り 波 の 代 わ り に 三 角 波 形 状 の ス イ ー プ 信 号 を 使 用 し た 場 合 は 、 各 々 の ピ ク セ ル の
発 光 が 終 了 す る 時 間 が 異 な る た め ス キ ャ ン ラ イ ン に リ セ ッ ト 信 号 を 印 加 す る こ と が で き な
い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 上 述 の 本 発 明 で は 、 デ ー タ ・ プ ロ グ ラ ム 期 間 と 発 光 期 間 、 さ ら に 両 期 間 の 間 の 遅 延 期 間
の 総 ３ 期 間 に 分 け ら れ る 。 デ ー タ ・ プ ロ グ ラ ム 期 間 及 び 発 光 期 間 に お い て デ ー タ ラ イ ン １
０ ３ に よ り 入 力 さ れ る 信 号 は 、 マ ル チ プ レ ク サ ー Ｍ Ｕ Ｘ に よ り 制 御 さ れ 、 ピ ク セ ル 毎 に プ
ロ グ ラ ム 時 と 発 光 時 と が 異 な る よ う に す る 。
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【 ０ ０ ４ ３ 】
　 発 光 期 間 に お け る 有 効 発 光 時 間 は 、 デ ー タ ・ プ ロ グ ラ ム 期 間 に 印 加 さ れ た ア ナ ロ グ 電 圧
と の こ ぎ り 波 に よ り 定 義 さ れ る 。 デ ー タ ・ プ ロ グ ラ ム と 発 光 の た め の 制 御 信 号 は 、 デ ー タ
ラ イ ン １ ０ ３ と ス キ ャ ン ラ イ ン １ ０ ４ の 二 つ の 信 号 線 に 印 加 さ れ れ ば よ い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ス イ ッ チ 制 御 の た め に 別 途 の 信 号 線 を 使 用 し な い こ と が 最 大 の 特 徴 で あ る と 言 う こ と が
で き る 。 ま た の こ ぎ り 波 の 形 状 に 多 様 な 傾 き を 与 え て 既 存 の デ ー タ ・ フ ォ ー マ ッ ト の 変 更
を 必 要 と せ ず に 効 果 的 な ガ ン マ 制 御 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 ８ は 、 図 ５ に 対 し て 相 補 的 な 構 造 で あ り 、 図 ７ の 概 念 図 に 対 す る 一 つ の 実 施 形 態 を 示
し た も の で あ る 。 各 時 間 は 、 図 ５ の Ｔ Ｆ Ｔ の チ ャ ン ネ ル を 反 転 さ せ 構 成 し た も の で あ り 、
根 本 的 な 動 作 原 理 は 図 ５ と 同 様 で あ る が 、 変 更 点 は ピ ク セ ル 選 択 の た め 制 御 信 号 の み で あ
る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 ９ は 、 図 ５ の ピ ク セ ル を ア レ イ と し て 具 現 し た 例 で あ り 、 こ れ は ド ラ イ バ ー チ ッ プ ま
た は Ｓ Ｏ Ｇ （ System on Glass ） 技 術 で ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ア レ イ を 駆 動 し
、 デ ー タ ラ イ ン （ Ｄ Ｌ １ － Ｄ Ｌ ３ ） の 入 力 で あ る の こ ぎ り 波 発 生 器 を 、 発 光 期 間 を 制 御 し
よ う と す る 時 、 各 デ ー タ ラ イ ン （ Ｄ Ｌ １ － Ｄ Ｌ ３ ） に 関 連 す る マ ル チ プ レ ク サ ー （ Ｍ Ｕ Ｘ
１ － Ｍ Ｕ Ｘ ３ ） の 共 通 入 力 と し て デ ー タ ラ イ ン （ Ｄ Ｌ １ － Ｄ Ｌ ３ ） の 入 力 を 共 有 す る よ う
に 具 現 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ の よ う な 構 成 に よ り 各 デ ー タ ラ イ ン （ Ｄ Ｌ １ － Ｄ Ｌ ３ ） に 接 続 さ れ て い る マ ル チ プ レ
ク サ ー （ Ｍ Ｕ Ｘ １ － Ｍ Ｕ Ｘ ３ ） を Ｒ ． Ｇ ． Ｂ ． に 区 分 し 、 各 々 の デ ー タ ラ イ ン （ Ｄ Ｌ １ －
Ｄ Ｌ ３ ） の 入 力 に な る の こ ぎ り 波 発 生 器 を 共 有 す る よ う に し 、 の こ ぎ り 波 に 互 い に 異 な る
立 ち 上 が り 関 数 （ Rising Function ） を 印 加 す る こ と に よ り 、 Ｒ ． Ｇ ． Ｂ ． の ガ ン マ 補 正
を 異 な ら せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 上 述 の よ う に 、 本 発 明 を 好 ま し い 実 施 形 態 を 参 照 し て 説 明 し た が 、 当 該 技 術 分 野 の 当 業
者 で あ れ ば 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 開 示 さ れ た 本 発 明 の 技 術 思 想 及 び 範 囲 か ら 逸 脱 す る こ と な
く 本 発 明 を 多 様 に 修 正 ま た は 変 形 す る こ と が で き よ う 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 以 上 、 詳 細 に 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 は 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ デ ィ ス プ レ
イ に お い て 、 デ ー タ ラ イ ン と ス キ ャ ン ラ イ ン の み を 使 用 し て ピ ク セ ル 選 択 及 び 階 調 の 具 現
を 同 時 に 実 現 で き 、 ア ナ ロ グ 電 圧 駆 動 に パ ル ス 幅 変 調 を 追 加 し て 階 調 間 の 不 均 一 性 を 解 消
す る こ と が で き 、 ま た 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ア レ イ を 具 現 す る 際 に お け る ピ
ク セ ル 選 択 及 び 発 光 期 間 を 制 御 す る の に 必 要 最 小 限 の 配 線 数 使 用 を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ま た 、 既 存 の Ｔ Ｆ Ｔ － Ｌ Ｃ Ｄ 駆 動 チ ッ プ 構 造 に 対 し て 多 大 な 変 更 を 加 え る こ と な く 、 の
こ ぎ り 波 発 生 器 及 び マ ル チ プ レ ク サ ー の み を 追 加 す る こ と に よ り ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型
Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 駆 動 チ ッ プ を 具 現 す る こ と が で き 、 全 体 的 な 電 力 効 率 を 高 め る た め の 最 適 の ガ ン
マ 補 正 を 容 易 に す る 駆 動 方 法 を 可 能 に す る ピ ク セ ル 構 造 及 び ア レ イ 構 造 を 提 供 で き る よ う
に な り 、 高 い シ ス テ ム ・ ク ロ ッ ク 周 波 数 を 必 要 と せ ず に 高 い 階 調 を 表 現 で き る 駆 動 方 法 が
可 能 に な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ １ 】
【 図 １ 】 従 来 の Ｔ Ｒ Ｇ 具 現 の た め の ピ ク セ ル 構 造 を 示 し た 図 。
【 図 ２ 】 Ｓ Ｉ Ｄ ２ ０ ０ ３ に お い て 発 表 さ れ た ピ ク セ ル 回 路 図 。
【 図 ３ 】 Ｓ Ｉ Ｄ ２ ０ ０ ４ に お い て 発 表 さ れ た ピ ク セ ル 回 路 図 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 有 機 発 光 素 子 の ピ ク セ ル 回 路 の 概 念 図 。
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【 図 ５ 】 図 ４ に 対 す る 一 つ の 実 施 形 態 の 回 路 図 。
【 図 ６ 】 図 ５ の 動 作 タ イ ミ ン グ を 示 す グ ラ フ 。
【 図 ７ 】 図 ４ に 対 し て 相 補 的 な 概 念 図 。
【 図 ８ 】 図 ７ に 対 す る 一 つ の 実 施 形 態 の 回 路 図 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の ピ ク セ ル 回 路 を 適 用 し た デ ィ ス プ レ イ ・ ア レ イ の 一 つ の 実 施 形 態 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
１ ０ １ … Ｖ Ｃ Ｃ Ｓ 、 １ ０ ２ … 高 利 得 増 幅 器 、 １ ０ ３ … デ ー タ ラ イ ン 、 １ ０ ４ … ス キ ャ ン ラ
イ ン 、 １ ０ ７ … の こ ぎ り 波 発 生 器

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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